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置データ(5月 1日現在)

人口 122，279人(+385) 
男 60，056人(十230)
女 62，223人(+ 155) 
世帯 43，659 (十393)

外国人登録者数 2，692人(+34) 
男 1，496人(+10) 
女 1，196人(+24) 

値上田市役所(困⑫4100)

(国⑫4100)

・市政提言電話(国(2539)

・市政提言FAX(困@5111)

・インターネット上田市のホームページ

URL http://www.city.ueda町nagano.jp/
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た
く
さ
ん
の

花
に
固
ま
れ
て

r
〉
ス
タ

l
チ
ス
栽
培
風
景
r
〉

トルコギキョウとともに、上田市で栽培さ

れている代表的な花の一つ、『スターチス』。

スターチスにはシヌアータと呼ばれる一年性

のものと、宿根性のものがあり、またたくさ

んの品種があります。全国的にも雨の少ない

この地では、いずれも栽培に適しているよう

です。

11月から 1月に苗を植えたスターチスが、

5月に開花・出荷の最盛期を迎えました。昭

和41年から花を作っているという片山喜人さ

ん (68歳・中野)・幸子さん (67歳〉夫妻(=

写真)のハウスで、この時期に開花 ・出荷の

最盛期を迎えているのは、宿根性スターチス

の『デュモサJoI花が好きで始めた仕事。 い
ろいろな花を作って楽しんだり、労力の分散

を図るため、今年は一年性シヌアータ 5品種、

宿根性スターチス4品種を作りました」とい

う片山さんのハウスには、色とりどりスター

チスが咲いていました。
は や り

今年は黄色が流行。母の日にスターチスを

贈る人もいて、4月末から5月初めにかけて、

市場には相当数のスターチスが出荷されたと

いうことです。

く再生紙を使用しています〉



と
う
ろ
う

石
灯
寵
。

、を
石灯龍が
むかしのにぎわL
思わせる

手
塚
村
か
ら
新
町
が
分
村
し
た
の
は
、
今
か

ら
3
7
3
年
前
の
寛
永
2
年
の
こ
ど
で
し
た
。

別
所
道
ど
内
村
道
を
多
く
の
人
ど
物
が
行
き

交
う
よ
う
に
な
リ
、
そ
の
分
岐
点
に
位
置
す
る

周
辺
に
商
庖
や
民
家
、
が
し
だ
い
に
ふ
え
て
新
町

が
形
成
さ
れ
た
の
で
し
た
。

別
所
道
ど
内
村
道
ど
が
分
か
れ
る
場
所
(
現

在
は
や
や
異
な
る
)
に
、
高
さ

3
メ
ー
ト
ル
ほ

と
‘
つ
ろ
う

ど
の
石
灯
龍
が
立
っ
て
お
リ
、

右

北

向

山

是

よ

り

三

十

丁

左

か

け

ゆ

是

よ

り

二

里

半

ど
竿
石
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
む
か
し
は
夜
に

み
ち
し
る
べ

な
る
ど
火
が
と
も
さ
れ
た
道
標
で
、
慶
庵
3
年

の
建
立
で
す
。

別
所
の
北
向
観
音
ま
で
三
十
丁
(
約
3
・
3

か

け

ゆ

キ
ロ
)
、
鹿
教
湯
ま
で
は
ニ
里
半
(
約
日
キ
ロ
)

ど
-
つ
ろ
-
っ

と
旅
人
に
教
え
つ
づ
け
た
石
灯
寵
の
た
た
ず
ま

い
は
、
む
か
し
の
新
町
の
に
ぎ
わ
い
を
思
わ
せ

て
く
れ
ま
す
。

時
代
が
移
リ
大
正
の
時
代
に
な
リ
ま
す
と
、

郵
便
局
、
運
輸
会
社
、
西
塩
田
村
産
業
組
合
、

川
西
銀
行
、
製
糸
場
、
新
町
座
、
医
院
な
ど
が

で
き
、
商
庖
も
か
な
リ
繁
盛
す
る
よ
う
に
な
リ

キ
4
1」
れ
ん
。

文
化
財
で
は
王
子
塚
古
墳
(
新
町
字
王
子
・

市
指
定
史
跡
)
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
塩
田
平

で
最
大
規
模
の
古
墳
時
代
後
期
(
西
暦

5
0
0

[2J 

春
の
叙
勲
と
褒
章

叩
人
が
栄
え
あ
る
受
章

政
府
は
、
平
成
叩
年
春
の
叙
勲
受
章
者

(4

月
別
日
付
け
)
と
褒
章
受
章
者

(
4
月
お
日
付

け
)
を
発
表
し
ま
し
た
。
上
田
市
で
は
、
次
の

印
人
の
か
た
が
受
章
さ
れ
ま
し
た

(敬
称
略
)

0

・
勲
三
等
旭
日
中
綬
章

マ
後
藤
春
雄

(苅
歳
・
緑
が
丘
西
)
信
州
大
学

名
誉
教
授

マ
高
木
春
郎
(
苅
歳
・
材
木
町
)

信
州
大
学
名
誉
教
授

-
勲
四
等
瑞
宝
章

マ
古
川
彦
次
(
礼
歳
・
川
辺
町
)
元
公
立
高
校

長

マ
宮
沢
三
子
男
(
釘
歳
・
五
加
)
元
上
田

市
議
会
議
員

-
勲
五
等
瑞
宝
章

マ
島
喜
治

(η
歳
・
川
辺
町
)
元
日
精
樹
脂
工

業
社
長

-
勲
六
等
瑞
宝
章

マ
佐
藤
和
友
(
礼
歳
・
伊
勢
山
)
元
東
京
拘
置

所
看
守
長

マ
穂
谷
潔
(
百
歳
・
北
大
手
)
元

国
勢
調
査
員

-
勲
七
等
瑞
宝
章

マ
伊
藤
袈
裟
平

(η
歳
・
奈
良
尾
)
元
日
本
専

売
公
社
職
員

-
黄
綬
褒
章

マ
久
保
田
高
冬
(
閃
歳
・
下
室
賀
)
久
高
建
築

設
計
事
務
所
社
長

マ
小
林
清
英

(臼
歳
・
材

木
町
)
清
蘭
堂
社
長
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知
事
表
彰

4
人
が
喜
び
の
受
賞

県
は
、
平
成
印
年
の
知
事
表
彰

(5
月
3
日

付
け
)
を
発
表
し
ま
し
た
。
上
田
市
で
は
、
次

の
4
人
の
か
た
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た

(敬
称
略
)。
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年
代
ご
ろ
)
の
も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
よ
リ
古
い
と
す
る
考
え
も
あ
リ
ま
す
。

王
子
神
社
に
隣
接
す
る
場
所
に
あ
リ
、
東
か

ら
見
る
と
円
墳
で
西
か
ら
眺
め
る
と
前
方
後
円

墳
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
古
墳

の
一
部
が
削
ら
れ
た
た
め
ど
の
こ
と
で
す
。
高

さ
は
後
円
部
で
約

6
メ
ー
ト
ル
、
ゆ
っ
た
り
と

大
き
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
古
墳
に
は
誰
が
埋
葬
さ
れ
て

い
る
の
い
で
し
ょ
う
か
。
手
塚
に
も
同
名
の
皇
子

塚
古
墳
が
あ
リ
、
埋
葬
者
へ
の
興
味
を
そ
そ
リ

ま
す
が
、
朝
廷
に
そ
む
き
こ
の
地
で
滅
ぼ
さ
れ

ひ

が

み

た
氷
上
塩
焼
玉
の
両
手
を
葬
っ
た
と
い
う
伝
説

が
両
方
の
古
墳
に
あ
る
だ
け
で
す
。

古
墳
の
上
の
桜
の
木
々
は

5
月
上
旬
ご
ろ
満

開
に
な
る
遅
咲
き
の
サ
ク
ラ
で
、
美
し
い
花
の

め

色
を
愛
で
る
人
た
ち
が
毎
年
こ
こ
を
訪
れ
て
い

ま

す

。

(

平

野

勝

重

)

、、lれ山
W

桜井ミルトン徹さん
秘書課内(固⑫3435)

皆さんこんにちは。私は上田市の国際交流員の桜井ミルトン徹です。ブラジル生ま

れの日系二世です。今回から国際交流関係の記事を定期的に書かせていただきます。

よろしくお願l¥します。それでは、とはいうものの自分も国際交流のプロで、はありませ

んのでどこから始めればいいのか迷ってしまいます。また、この分野ではプロもアマチュ

アも存在しないものとも思います。何かあるとすれば、それは慣れの問題ではないでしょ

うか。私は日本人の血を受け継いでいますが、生まれたブラジルは、単一民族の日本

と違って、移民の人びとで構成された国といってもいいでしょう O そのおかげで人種的

な違和感をあまり覚えずに育ちました。

国の成り立ちを歴史の観点から見ますと、ブラジルは1500年にポルトガル人によっ
て発見されました。その以前には先住民のインデ、ィオたちがいましたが、ポルトガル人

は彼らをさし退いて新しい地の開拓を開始しました。初期は宝石などの発掘がメイン

の目的でしたが、定住していくにつれて農業が活発になって行き、労働力としてイン

デ、ィオを奴隷として活用しました。しかし、自由に生きていたインデ、ィオたちは、白人

の思わくどおりには働かず、慣れた森林に逃げることがよくありました。そのため、ポ

ルトガル人はアフリカから黒人奴隷を連れてきました。黒人奴隷は、さまざまな苦痛、

侮辱にも耐え抜いて、または反発しながら奴隷制度がなくなるまでの長い歳月をかけ

てブラジル社会にその存在を植え付けていきました。自由制度でのブラジルでは、また

も労働の問題が出てきました。しかし、今度は、当日和、ろいろな問題を掲げていた欧

州から多くの人びとが移民としてプラジルへ移りました。その中にはイタリア系、 ドイ

ツ系、オランダ系、スペイン系等多くの民族の人びとがいて、彼らはブラジルで新しい

生活を築こうとしてやってきました。

日本人の移民は1908年、笠戸丸がサンパウロ州のサントス港へ到着したことから始
まります。初期の日本人移民たちは欧州の人びとよりずっと後に着いたことと、また、

東洋人独特の顔とその異なった言葉のため、新居地での生活は苦しいものでした。 し

かし、時がたつにつれて、やがて日本人のまじめな性格とその勤勉さは周りの人びとか

らも認められ、好意を受け、社会に溶け込んでいきました。

現在、ブラジルの日系人社会は約130万人で、そのうち、約20万人が日本で働いて
います。多くの人びとはブラジルでの経済難に対して日本での可能性を理由として来

ていますが、心には皆、親、あるいは祖父母の故郷に憧れを感じて来ているものです。

中には、日本人の血は受け継いでいるものの、もう4世代、 5世代にもなる人びとも
おり、言葉の面でも、文化、風習の面でも日本人とはかけ離れてしまっている人たち

をいます。しかし、理由はどうにしろ、これらの人たちも今、ブラジルと日本の友好の

架け橋として大きな役割を果たしているのです。

上田市にはブラジル人以外にも多くの外国人たちが来ていますが、それはこの市に

多くの魅力があるからこそ集まってきているものです。今後の上田市の課題の一つは、

し、かにじてこの外国人たちと付き合っていくかということではないでしょうか。

ム父際司似

上田市国際交流員

-
産
業
功
労
(
商
工
)

マ
塩
沢
重
信
(
臼
歳
・
大
湯
)

(
印
歳
・
上
堀
)

・
統
計
功
労

マ
堀
内
繁
一
郎

(花
歳
・
愛
宕
町
)

.
社
会
福
祉
功
労

マ
中
津
正
子
(
引
歳
・
川
辺
町
)

マ
宮
下
行
一

上
田
市
功
労
者
表
彰

日
人
が
晴
れ
の
受
章

5
月
幻
日
、
上
田
市
功
労
者
表
彰
式
が
市
役

所
で
行
わ
れ
、
次
の
間
人
の
か
た
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
(
敬
称
略
。
主
な
功
績
を
記
載
)
。

マ
飯
島
勇
三
(
竹
歳
・
末
広
町
)
学
校
医

マ
飯
田
喜
久
司

(ω
歳
・
緑
が
丘
西
)
信
州
う

え
だ
農
業
協
同
組
合
受
託
者
協
議
会
会
長

マ

石
田
守
(
百
歳
・
上
紺
屋
町
)
上
田
卸
商
業
協

同
組
合
副
理
事
長

マ
岩
草
満

(叩
歳
・
原
町
)

上
田
市
体
育
協
会
副
会
長
、
上
田
市
軟
式
野
球

連
盟
会
長
マ
金
子
八
郎
(
百
歳
・
材
木
町
)

長
野
県
経
営
者
協
会
副
会
長

マ
河
田
静
枝

(
侃
歳
・
鍛
冶
町
)
上
田
市
肢
体
不
自
由
児
父

母
の
会
会
長
マ
久
保
田
直
人
(
花
歳
・
黒
坪
)

上
田
市
代
表
監
査
委
員

マ
児
玉
友
雄
(
百
歳
・

御
所
)
学
校
医

マ
白
井
清
重

(礼
歳
・
新
田
)

上
田
市
自
治
会
連
合
会
長
マ
土
屋
文
雄
(
百

歳
・
上
小
島
)
関
東
信
越
税
理
士
会
上
田
支
部

長
マ
中
島
大
六

(別
歳
・
秋
和
)
上
回
岳
風

会
会
長
、
上
小
吟
詠
連
絡
会
会
長

マ
側
日
本

ビ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
(
北
天
神
町
)
多
額
寄
附

(
上
田
城
西
櫓
・
南
櫓
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
用
機
器

一
式
お
よ
び
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
用
機
器
設
置
業
務
)

マ
堀
内
章
三

(
防
歳
・
真
田
町
)
上
田
商
工

会
議
所
副
会
頭

マ
増
津
久
男
(
日
歳
・
八
木

沢
)
民
生
児
童
委
員

マ
村
山
君
枝

(九
歳
・

下
之
郷
)
民
生
児
童
委
員
マ
柳
津
君
子
(
幻

歳
・
北
大
手
)
学
校
医

10.6.1 [3J 
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今年は7月19日(日)・20日(月)[海の日]rこ開催します
.問い合わせ 自治会事務局 (困1359) 
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募集上
聞
の
街
説
み
を
素
敵
に

「
色
彩
講
座
」

景
観
建
築
課

(固
⑫

5
4
3
0
)

一
口
に
街
並
み
と
い
っ
て
も
、
歴

史
的
な
街
並
み
、
近
代
的
な
街
並
み

な
ど
、
私
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
印
象

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

上
田
市
の
街
並
み
の
印
象
は
い
っ

た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物

の
姿
、
形
の
ほ
か
色
彩
に
よ
っ
て
決

ま
る
と
言
え
ま
す
。
市
で
は
街
並
み

と
色
彩
の
関
係
を
中
心
に
、
色
彩
を

基
礎
か
ら
勉
強
し
、
街
並
み
を
受
講

生
自
身
が
観
察
し
て
「
上
回
ら
し
さ
」

を
考
え
る
、
「
色
彩
講
座
」
を
聞
き

ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
色
彩
の
基

本
か
ら
カ
ラ
!
心
理
学
、
タ
ウ
ン
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
ま
で
初
心
者
も
楽
し
く

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
会
場
中
央
公
民
館
第

2
練
習

室

マ

講

師

滝

沢

か

ね

こ

さ

んc 
市役所代表電話

回22-4100
困25-4100

m 
。
)> (

カ
ラ

l
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
、
上

田
市
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
)

マ

対

象
市
民
と
市
内
へ
の
通
勤
者
(
以

前
に
受
講
し
た
か
た
は
除
く
)
マ

費

用

材

料

費

な

ど

2
0
0
0円

マ

定

員

同

名

(

先

着

順

)

マ

申

し
込
み

6
月
日
日
側
ま
で
に
景
観

建
築
課
へ
ど
う
ぞ
。

.色彩講座日程

回 B s寺 内容

6月18日(木) 色彩は感覚なのか7
午後7 時~8 時30分 視覚は人聞の五惑の中で大切な情報収集方法

2 
7月2日同 色相 ・明度・彩度
午後 7 時~8 時30分 この言葉を覚えている人は何人いるか

3 7月16日休) 色彩はハーモニー 色の調べ
午後了時~8 時30分 ハーモニーは感覚なのか、技なのか

4 7月30日休)
実習 (トーンスケール製作)

午後7 時~8 時30分 色彩にふれてみよう さわってみよう

5 8月20日休) 色彩の心理学
午後7 時~8 時30分 色彩を学べば私が分かります

6 
9月5日(士) タウンウォッチング
午後 1 時~5 時 グループごとに街並を観察しよう

7 
9月12日(土) タウンウォッチングのまとめ
午後 1 時~5 時 私たちの街上回の未来のために

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
講
座長

野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

(固
0
2
6
3

臼

0
6
0
0
)

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

農
林
水
産
大
臣
認
定
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
目
指
す
か
た
を
対
象
に
、

圃森林インストラクター講座日程 養
マ成
受講
講座
料を
開
3催
国し
通ま
しす
て O

1 
万
円

回 日時 内容

6月20日(土)「野外活動Jr安全と教育Jプ講な義J 第 「野外活動」実技(キャン 日

回 21日(日)「森林」実技
(根子岳または四岡山)

7月11日(お 「林業」実技
第2 (真田町 ・赤井の森)

回 12日(日)「森森林Ji林業樹」講木義園観察)
「 林」実技(

8月1日(i)「野外活動」実技(ク ラフ
第3 卜、ネイチャーゲーム)

回 2日(日)「森林Ji野外活動J
実技(湯の丸)

道
の
あ
る
7

風
最

写
真
コ
ン
ク
ー
ル関
東
建
設
弘
済
会

(固
0
3
3
2
3
4
6
0
7
8
)

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
主
催
で
、

「
道
の
あ
る
風
景
」
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
ま
す
。

マ
応
募
対
象
者
小
学
生
・
中
学

生

・

高

校

生

マ

サ

イ

ズ

カ

ラ

ー

の
サ
ー
ビ
ス
判

マ
応
募
方
法

所

定
の
応
募
票
が
必
要
で
す
。
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
マ
応
募
締
め

切
り

7
月
6
日
叩

女
性
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
i
開
催

企
画
課
女
性
政
策
担
当
(固
⑧

5
1
1
2
-
)

「
も
っ
と
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
こ
な

し
た
い
/
」
そ
ん
な
声
に
お
答
え
す

る
一
歩
進
ん
だ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
会
場
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E

くv

D
A
(下
之
郷
・
上
回
リ
サ
ー
チ
。
ハ

i

ク

内

)

マ

受

講

料

4
0
0
0
円

(
毎
回
テ
ィ

ー
タ
イ
ム
付
き
)
マ
定

員

別

名

マ

受

け

付

け

は

が

き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
干

3
8
6
8
6
0
1

上
田
市
役
所
企
画
課
女
性
政
策
担
当

へ
6
月
ロ
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ

い
(
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)
。

回 日時 内容

6月29日(月)
パソコンの操作

インターネット体験

CD-ROMの操作

2 6月30日(刈
ブラインドタッチに挑戦

イラストに挑戦

3 7月2日(木)
オリジナル暑中見舞い作
成

-女性のためのパソコンセミナー

時間..午前9時30分~正午

対象・・・ワープロ経験者

上
回
女
子
短
期
大
学

学
校
開
放
講
座

上
田
女
子
短
期
大
学
(固
⑮

2
3
5
2
)

マ
テ

I
マ
『
語
る

i
幻
世
紀
を

間
近
に
ひ
か
え
た
、
今
』
マ
講
義

日

6
月
日
日
出

i
叩
月

3
日
出

マ
定
員

刊
名
(
で
き
る
だ
け
全
日

程
に
参
加
で
き
る
か
た
)

マ

申

し

込

み

往

復

は
が
き
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
上
回
女
子
短
期
大

学
公
開
講
座
係
(
干

3
8
6
1
1
2

1
4上
田
市
下
之
郷
乙

6
2
0
)

マ
締
め
切
り

6
月

8
日
側

[4J 10.6.1 

J¥ .6月の粗大ごみ回収日
6月20日(土)…塩田支所駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



『卓球温泉・ビンボン大会In別所温泉J
6月4日まで劇場で公開中の映画『卓球温泉』。
ロケをした円日西塩田小学校体育館」で、映画の

趣旨にのっとった思いやりのピンポン大会が5月
10日に開催されました。
公募した88組のペアと、監督の山川元さんや俳
優の山中聡さんらも加わり、いかにラリーが続く

かを競いました。決勝では、 35分経過しても決着
がつかず、両者優勝となりました。

勤
労
青
少
年
ホ

I
ム

6
月
間
講
講
座

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
(固
⑫
7
1
1
7
)

マ
対
象
事
業
所
等
に
勤
務
す
る

お
歳
ま
で
の
勤
労
青
少
年
マ
申
し

込
み

6
月
日
日
術

i
U
日
出
に
、

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
(
消
防
本
部
前
)

へ
受
講
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

マ
受
付
時
間
午
後
零
時
初
分

1

9
時
(
日
曜
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
)

マ
受
講
料
木
彫
り
・

:
1
5
0
0

円
、
男
性
料
理
教
室
・:
9
0
0
円、

パ
ソ
コ
ン
教
室
・

:
1
2
0
0
円
、
着

付
け
・

:
6
0
0
円
(
他
に
、
利
用
者

協
議
会
費

5
0
0
円
が
必
要
で
す
)

EW!P$*-A 

ーノ

講座名 曜日 期間 回数 定員 材料費等

木彫り
月 6 月 15 日 ~8 月 10回 12人

材料費2000円程度
(農民美術) 彫刻力

男性料理教室 木 6 月 18 日 ~7 月 6回 15人
材料費3000円程度
(6回分)

パソ コン教室 木 6 月 18 日 ~8 月 8回 10人 テキス卜2000円

浴衣着付け 木 6 月 18 日 ~7 月 4回 18人 浴衣、半巾帯び

-勤労青少年ホーム 6月開講講座日程表

クラブ名 曜日 時間 立""--云JぷL窃目

/'¥ドミントン 月 午後7時~ 勤労者体育センター

水泳 月・水 午後7時~ アクアプラザ上田

卓球 火 午後8時~
青少年ホι ム

社交ダンス 火 午後7時30分~

バレーボール 水 午後了時30分~ 市民体育館

空手 木・土 午後6時30分~

上田市民吹奏楽団 月・土 午後7時~

木彫り(農民美術) 月 午後6時30分~

英会話 月 午後8時~ 青少年ホーム

和裁 火 午後6時30分~

演劇 水 午後8時~

マンドリン 木 午後7時30分~

アウトドア 月1回 海・山・その他

クラブ員を募集します

パソ コン教室...午後 7 時~g 時

その他の講座・・・午後 6 時30分~8 時30分

※活動時間

じ>対象 市内事業所等に勤務する35歳までのかた。[>申

し込み 勤労青少年ホーム(固@71 1 7)へ申し込んでく

ださ~'0 マ受付時間 午後 1時"'9時(日曜・祝日は休館
日です)

女
性
の
就
業
を
援
助

パ
ソ
コ
ン
・
ワ
i
ブ
ロ
講
習
会

上
小
地
方
事
務
所
厚
生
課
耐
8
7
1
2
2
)

マ
主
催
県
女
性
就
業
サ
ー
ビ

ス

セ
ン
タ
ー

マ
と
き

7
月
口
日
幽

i
8月
7
日
幽
の
う
ち
比
日
間
(
午

前

9
時
加
分

i
午
後

4
時
加
分
)

マ
会
場
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
-

上
田
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
ほ
か

マ
内
容
失
業
・
休
職
中
で
、
就

業
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
し
た

パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
の
技
術
講
習

マ
募
集
人
員
別
名
(
全
講
習
を

受
講
で
き
る
か
た
)
マ
受
講
料

無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負

担
)
マ
申
し
込
み

7
月

1
日
i

同
3
日
に
電
話
で
受
け
付
け
。

7
月

9
日
i
岡
山
日
に
来
所
し
て
申
し
込

み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
)

催し高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

童
謡
唱
歌
を
楽
し
む
会

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(固
⑧
4
1
1
9
)

マ
と
き

6
月
お
日

ω午
前
日
時

加
分
i
正

午

マ

と

こ

ろ

高

齢

者

福
祉
セ
ン
タ
ー
中
広
間
(
常
磐
城

3

丁
目
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
西
側
)

マ
講
師
金
井
り
つ
こ
さ
ん
、
竹

内

啓

子

さ

ん

マ

資

料

代

日

円

(
当
日
集
め
ま
す
)

マ

対

象

市

内
に
お
住
い
の
印
歳
以
上
の
か
た

簡
易
保
険
・
郵
便
年
金

厚
生
年
金
・
国
民
年
金

積
立
金
還
元
融
資
施
設

こ
れ
ら
の
積
立
金
の
一
部
は
、
地

域
社
会
の
福
祉
増
進
の
た
め
、
公
共

施
設
等
の
整
備
拡
充
の
た
め
の
資
金

に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成

9
年
度
に
簡
易
保
険
・
郵
便

年
金
お
よ
び
厚
生
年
金
・
国
民
年
金

積
立
金
還
元
融
資
を
受
け
て
行
っ
た

事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
積
立
金

マ
内
堀
団
地
建
替
事
業

マ
上
田
駅

温
泉
口
整
備
事
業
マ
上
田
城
跡
公

園
・
玄
蕃
山
公
園
整
備
事
業
マ
第

一
中
学
校
移
転
改
築
事
業
マ
第
五

中
学
校
部
室
整
備
事
業
マ
公
共
下

水
道
事
業

聞
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立
金

マ
塩
田
ヂ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
マ
浦
里
・
白
銀
統
合
保

育
醤
建
設
事
業
マ
大
星
斎
場
待
合

室
増
設
事
業
(
上
田
広
域
)

70.6.1 [5J 



-各ホール イベン卜案内 I 

(主催者の都合により変更する場合があります)

固②0762

月日 ?連 し 開演時間 入場 問い合わせ

6/14 上田染谷丘高校
(B) 吹奏楽班定期演奏会

13:30 無料 lIEll@0435 

6/21 上田高校

日 吹奏楽団定期演奏会
13・30 無料 国@0002

.二の丸1-2上田市民会館

上田市文化会館
歌舞劇団関楽座公演

「山神・里神・祭神」

お知らせ
サンテラスホール
固<@3700

6/14 
東部ひだまりコンサート98

大人1000円
実行委員会

(同
15:00 中・高生

切O円
@2537 

7/19 
小原孝ピアノコンサート

大人2000円
サンテラス

(日)
14:00 高校生以下
1000円

ホール

7/31 ファミリーミュージカル
大人3000丹

サンテラス

(金) 母をたずねて三千里
18:00 中学生以下
2000Pl 

ホール

東部町文化会館

児
童
手
当
の
現
況
届

6
月

ω日
ま
で
に
提
出
を

福
祉
課
(
固
⑫
5
1
3
0
)

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
の
受
給

者
は
、
「
現
況
届
」
を

6
月
初
日

ω

ま
で
に
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
ヘ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い

場
合
は
、

6
月
分
以
降
の
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
0

・
児
童
手
当
の
請
求
を

マ
受
給
資
格

3
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
か
た
。
た
だ
し
、

前
年

(
1月
か
ら

5
月
ま
で
の
手
当

L 

は
前
々
年
)
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
受

給
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
制
限

に
よ
り
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
な
い
か
た
で
も
所
得
に
よ
り
受
給

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
こ
の

時
期
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
マ

請
求
方
法
福
祉
課
、
ま
た
は
各
支

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
支
払
期

2
月
・

6
月
・
同
月
に

請
求
の
翌
月
分
か
ら
支
払
期
の
前
月

分
ま
で
の
手
当
を
ま
と
め
て
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は

人
権
の
番
人
で
す

人
権
同
和
対
策
課
(
固
⑫
5
3
9
3
)

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局

(
固
⑫
2
0
0
1
)

昭
和

μ
年

6
月

1
日
に
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
設
け
ら
れ
、
国
民
の
基

本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ

ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機

関
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
擁
護

委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

昨
今
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
、

「
い
じ
め
」
「
体
罰
」
「
不
登
校
」
等

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に

は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
の
人
権
を
積
極
的
に
擁
護
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
人
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
『
子
ど
も
の
人
権
を
守

ろ
う

i
育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
』

を
啓
発
の
重
点
目
標
に
掲
げ
て
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
J

上
田
市
に
は
人
権
擁
護
委

員
が
ロ
名
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

-
子
ど
も
の
人
権

1
1
0番
(
固
0

2
6
1
2
3
2
1
8
1
1
0
)
 

氏名 住所 自iムロムココ: 電話番号

棲井重;台 中央2-8-9 海野町 (22) 0401 
矛野 悪 古里1421 岩門 (24)2483 
本木 幹雄 大手1-9-20 大手町 (22) 1500 
野冗成一 諏訪形977 中村 (22) 9514 
六川弘道 国分1202 上沢 (22)4479 
清水一夫 芳田2020 下吉田 (35) 1167 
坂下よし子 福田97-3 福田 (24) 9294 
関 和子 古安曽992 鈴子 (38)2154 
宮津 新 前山 1201 西即j山 (38) 4664 
甲田和利 五加1309 五加 (38) 2775 
西;暴二郎 上室賀160 1 上室賀 (303757 
木牒澄枝 浦里予1086 浦野 (31) 2670 

-上田市人権擁護委員名簿(敬称略)
桜
の
蕗
木
が
寄
贈
に

清
浄
鼠
な
ど
に
植
一一樹

企
画
課
(
固
⑫
5
1
1
2
)

昨
年
秋
に
上
田
市
民
会
館
で
行
わ

れ
た
劇
団
ふ
る
さ
と
キ
ャ
ラ
バ
ン

「
。
ハ
パ
は
家
族
の
用
心
棒
・」
の
公
演

を
機
会
に
、
劇
団
ふ
る
さ
と
キ
ャ
ラ

バ
ン
、
イ
カ
リ
環
境
事
業
グ
ル
ー
プ
、

[6J 

※野元さんは「子ども人権専門委員」にも任命されています。

刻
一
所
温
泉
共
闘
浴
場

『
右
湯
』
休
業
し
ま
す

別
所
温
泉
財
産
区
(
固
⑬
3
0
0
0
)

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
、
別
所
温
泉
『
石
湯
』

は
、
改
築
工
事
の
た
め

5
月
お
日
か

ら
ロ
月
お
日
ま
で
休
業
し
ま
す
。
こ

の
間
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら

「
さ
く
ら
・
ふ
る
さ
と
街
づ
く
り
運

動
」
と
し
て
さ
く
ら
の
苗
木
が
寄
贈

さ
れ
、
こ
の
程
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

上
田
市
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
(
秋

和
)
内
に
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
初
本
、

上
田
地
域
広
域
連
合
清
浄
園
庭
園

(
常
磐
城
)
に
山
桜
、
八
重
桜
ほ
か

初
本
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

10.6.7. 

清浄園



メディアランドUEDA
(上田市マルチメディア情報センター)
固⑬1000 国⑩10 1 0 

U R L http://www.umic.ueda.nagano.jp/ 

• 
自治大臣表彰受賞記念講演会
マルチメディア情報センターが開館し、今年で

3年目を迎えます。
これまでの取り組みに対して自治大臣から評価

をいただき、去る 3月に優良情報化団体自治大臣
表彰を受賞しました。これを記念し、発表会と講

演会を開催します。参加料は無料です。お気軽に

ご参加ください。

.とき.6月8日伺)

.ところ メディアランドUEDA

.受賞発表会午後1時30分から2時45分
聞記念講演会午後3時から4時
『生活に根づくマルチメディアとその展開J
天野昭先生(月刊ニューメディア発行人〉

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

(
4月
届
け
出
分
・
敬
称
略
)

パソコンセミナー
参加者募集

講座名 日時 対象・定員 受講料

誰でも簡単/ 6月13日仕)、9月12日仕) 初級者
1500円

インターネット入門 13:30~15:30 (16名)

今日から始めるホー 6月14日(日)・9月13日(日)ワープロ経験
4000円

ムページ作成セミナー 1 0:00~16:00 者(16名)

一歩進んだ 1月22目、29目、7月問、13日ホームページ作 4回コース
ホームページ作成 18:30~21 :00 成経験者(16名)12000円

ママと幼児のための 6月9日(火)、23日(刈 入国前の幼児と 2目コース
コンビュータ教室 1 0:30~11 :30 お母さん(16組) 1000円

暑中見舞いと 7月11日(土)、12日旧) 初級者 各日

名刺作り 13:30'" 16:00 (16名) 1500円
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来
年
は
上
田
市
制
施
行
印
周
年

記
念
事
業
の

提
言
を
募
集
し
ま
す

) 
上
田
市
は
大
正

8
年

5
月

1
日

に
市
制
を
施
行
し
、
平
成
日
年
に

「
別
周
年
」
を
迎
え
ま
す
。

幻
世
紀
も
間
近
な
こ
の
記
念
す

る
年
に
当
た
り
、
「
創
造
・
活
力
・

と
き
め
き
の
ま
ち
上
田
」
を
目
指

し
、
過
去
と
未
来
に
目
を
向
け
た

市
民
参
加
に
よ
る
記
念
事
業
を
計

画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

-
記
念
事
業
の
テ

i
マ

幹
(
き
ず
な

)
l新
世
紀
へ

人

と

人

人

と

地

域

世

代

と

世
代
ー

-
記
念
事
業
の
実
施
期
間

平
成
日
年

4
月
か
ら
日
月
ま
で
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記
念
事
業
の
内
容

①
市
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
や
連
帯

感
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ま
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業

②
手
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市
民
の
皆
さ
ん
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加
で
き
る
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業
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長
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③
地
域
の
活
性
化
に
結
び

つ
く
事

業
-
応
募
の
方
法

マ
応
募
対
象
個
人
・
団
体
は

問
い
ま
せ
ん
。
マ
応
募
期
限

6
月
初
日

ω
マ
応
募
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
学
校
名

(
学
年
)
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・

手
紙
(
当
日
消
印
有
効
)
、

F
A

X
、
電
子
メ
ー
ル
で
ど
う
ぞ
(
書

き
方
は
自
由
で
す
)
。
直
接
持
参

も

可

マ

送

り

先

上

田

市

市

制

施
行
別
周
年
記
念
事
業
事
務
局

(干

3
8
6
1
8
6
0
1
上
田
市

大
手

1
1
1
1
問
、
困
②
4
1
0

0
、
電
子
メ

l
ル
ア
ド
レ
ス
一

E
5
5
5⑤
Z
E
E
2
0
m
g
0・
弓
)

マ
採

用

記

念

事
業
推
進
委
員

会
に
て
事
業
の
採
択
を
し
ま
す
。

記
念
事
業
と
し
て
採
用
さ
れ
た
提

言
に
は
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
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『
休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑫
0
1
1
9
)
・
上
田
南
部
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。
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切で、すO

亙]BCG接種後の副反応は 7
直ヨ接種した側のわきの下のリンパ節がまれにはれる

ことがあります。通常放置して様子をみてかまいませ

んO

.ツベルタリン反応検査・判定・ BCG接種目程表

E D U G H 

ド
T A E H 

健康推進課 l 
会場名

実施日
対象地区

ツ反 BCG 

中央公民館
6/24 6/26 

東部・北部(山口・上紺屋町)

上野が丘公民館 (水) (金) 神科(JII原・岩門・蛇沢・金井・長
島・金剛寺・笹井)

川辺町会館
6/30 7/2 

川辺(JII辺町)

川西社会福祉 (刈 休) 川西・泉田(吉田)
センター

塩田母子健康
中塩;田(下小島・保野を除く)

セ ン タ 7/1 7/3 

城南公民館
(水) (創

城下(千曲町・御所)

川辺(上田原・倉升・下之条)

川辺町会館
7/7 7/9 

泉田(吉田を除く)

(刈 (木)
中塩田(下小島・保野)

神川地区公民館
神川(大屋・岩下・下青木・下堀・

みすず台南・みすず台北)

ネ申手ヰ(畑山・伊勢山・富士見台・野

上野が丘公民館
7/8 7/10 

竹・神科新屋・西野竹・住吉

(7)<) (金)
が丘・大久保)

西部公民館
西部(緑ケ丘・緑ケ丘北・緑ケ丘西)

塩尻

西部公民館
西部(緑ケ丘・緑ケ丘北・緑ケ丘西

を除く)

7/21 7/23 
城下(小牧・諏訪形・三好町・中村・(火j 休)

川辺町会館 朝日ケ丘・須)11)

川辺(神畑・築地・東築地)

城南公民館
7/22 7/24 

城下(中之条)

上田市保健センター (7)<) (金) 中央・南部
神川(上青木・梅ヶ、丘・久保林・黒坪)

上野が丘公民館
7/27 7/29 

神科 (染屋) ・豊殿

塩田母子健康 (月) (7)<) 東塩田・西塩田・別所
セ ン タ

上田市保健センター
7/28 7/30 jヒ音s(山口・上紺屋町を除く)
(刈 (木) 神)II(上沢・国分・上堀)

(固⑫8244)

かかりつけの病院・医院で(国立長野病院を除く)

基本健康診査と大腸検診がセットで受けられますO

成人病は、気付かぬうちに発病している場合があり

ますo 1年に 1回は検診を受け、ご自分の生活を見直

してみませんか。

申し込まれたかたには受診票が郵送されます。

[>受診票郵送時期 ① 1""'4月生まれのかたは5月

末 ②5""'8月生まれのかたは7月 ③9""'12月生ま

れのかたは9月 [>対象 40歳以上の市民 じ>料金

①基本健康診査 41 ""'69歳…1000円、今年度40歳、 70

歳以上になるかた…無料②大腸検診 全員…400円

2月に申し込みをされなかったかたも受診できますO

受診票は郵送されませんので病院 ・医院の窓口へお申

し込みください。

なお、病院・医院で大腸検診を受けたかたは、秋か

ら始まる大腸集団検診は受けられません。1年に1回

の検診をお願いします。

-基本健康診査と大腸検診受診のおすすめ

-
守
』
圃

新
-
・
上
田
市
(
〒
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
1
け
!
日
)

6月24日(水)
.自llia~租品E首腔.~盟副"~.

上田市民会館

企画・原作=小椋佳

出演=伊藤多喜雄、東家浦太郎

岩崎晴龍、内山みゆき

松永栄子、力根麻理子

小椋佳

チケット前売り=琴光堂楽器届

上田西武、上田市民会館、

文化会館ほか

問い合わせ

上田市民会館(固⑫0762)

10.6.7 

全席指定/S席5500円
A席4500円

-ツベルクリン反応検査・ BCG接種 (固(8244)
じ>対象者 ①平成9年4月1日から平成10年3月31

日までに生まれたお子さんo 4歳未満でツベルクリン

反応検査を1回も受けていないお子さん。 ②4歳未

満でツベルクリン反応検査で陰性と判定されたがBC

G接種をしていないお子さん じ>接種方法 ツベルク

リン反応検査は48時間後に判定し、結果が陰性と判定

されたお子さんにBCG接種を行います。 じ>受付時

間午後1時30分""'2時10分じ>持ち物母子健康手

帳、予診票 じ>注意事項①赤ちゃん手|阪の中に予診

票が入っていますので記入してお持ちください。 ② 

体温は会場で測定してください。 ③治療中の病気や

経過をみている病気がある場合には、主治医に前も っ

て相談し、診断書または意見書をもらってください

(当日の担当医が参考に して決めるので接種できない

場合もあります)。 ④ポ リオ、麻しん、風しんの予

防接種を受けた場合は4週間、日本脳炎予防接種を受

けた場合は 1週間経過してから受けてください。

・予防接種Q&A

[gJ BCGで予防できる病気は?
逼ユ結核です。結核は年々減っていますが、年間3000

人以上が結核で死亡しています。結核の免疫はお母さ

んからもらってこないので、乳幼児期にかかりやすく

結核性髄膜炎などの重い結核にかかると予後は一般に

よくありません。予防接種を受け、予防することが大
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